
さあ夏！８月は澄んだ夜空に月が美しいので＜月見月：つきみづ
き＞とも。その昔、清少納言は＜枕草紙＞で＜夏は夜。月のころは

さらなり。やみもなほ、蛍の多くとびちがひたる。＞＜また雨など降るもをかし＞と書いて
る。蛍といえば子供の頃父文士、姉ちゃんと竹田市牧太田の川岸に網もって蛍とりにいき
牧の家で部屋の明かり消し真っ暗な中、数匹の蛍の光を楽しみ、その後庭に逃がした！そ
して写真でみたパプアニューギニアの＜蛍の木＞。１本に数万匹の蛍が光る。太平洋戦争
で激戦地となり、ここで戦没した多くの日本兵の魂が蛍に宿った鎮魂の木。蛍２０匹でロー
ソク１本の光とも。ところで夏は土砂降り、台風、雷！牧の家で夏休み、昼寝してて突然大雨、雷で本当におへそ隠した
私！雨漏りもあちこち！大人達は平然と数個のバケツを並べてた。バケツに落ちる雨音は音楽！牧の家から入田門田
に引っ越したのが小学校低学年。雨漏りはしなくなった。そして数十年前、竹田地方も大きな台風きて門田川が氾濫、
それまで川岸はお祭り広場だったが埋め立てられた。このとき花ばあちゃん一人で竹田の家を守ってた。大人になっ
てた私が台風の数日後に様子見に帰ると、裏の縁側ぎりぎりまで真白い＜にわとり＞が1羽、コッコッと寄ってきて
た。洪水で水が縁側ぎりぎりまできてその水が引いたらにわとりさんがきたらしい。花ばあちゃんになついてしばら
く数日きてた。花ばあちゃんはえさもあげ話かけてて、数日後に来なくなった。花ばあちゃんがにわとりさんに話かけ

るの見て私の鼻がくすんと鳴った。さらに竹田は真夏の夜空がきれい！娘二人連れて帰った時も夜外に連れだし空を見上げてた。電線がぼうっ
と光ってた。景色を愛＜め＞でるのは母敏子ゆずり。＜淳ちゃん、ああいいなあ、あそこ見ちみよ。＞いつも私にいろんな景色を教えてくれた。
遠い思い出！しっかり胸にしまってる。夏は二人の娘が小さい時は毎週末のように別府北浜の温泉プールにいった。水着きて泳ぐというより遊
んだ。一度連れあいが日田の勤務先から戻って合流するはずが全く連絡とれず＜どこかで迷子になった！？＞と猛烈に不安になった事が。何と
山の中で渓流釣りして遅くなったと。ぷんぷんの思い出！そうそう、迷子といえば、昔はトキハデパートでは、ピンポーンとチャイム鳴った後、
＜迷子様の放送をします。お年の頃〇歳くらいの△ちゃんというお名前の子供さんがお母様を捜しておられます＞と、きれいな女性の声で館
内放送が。私も家族とはぐれた時に数回呼び出しお願いした。でも全館放送で自分の名前が呼ばれるのは恥ずかしかった！たまに知り合いの名
前が放送されて＜あ、今トキハにいるんだ＞と思った！

南下郡地区フェスタ、楽しかった。豊府高校吹奏楽部顧問の先生、生徒さん方、ＹＭＣＡも抜群だった！
サムライブルーのサッカーからも大きな夢をもらった。もちろんトリニータも応援！

＜明日は明日の風が吹く＞けど、＜粉骨砕身：力の限りを尽くす＞
＜一念通天；強い信念があれば必ず叶う＞そして＜置かれた場所で
咲きなさい；シスター渡辺和子さんの言葉。軍人の御父上が二・二六
事件で目の前で若い軍人達の手で天に召された＞。そう、私もご先
祖様に恥じないよう今この場所で、真剣に生きる！

●盆  先祖様供養仏教行事。トレイも
神仏の物を運ぶ道具に似てるので
盆。竹田市は盆地。周囲が山！どこに
出るにもトンネル抜けるんで、トンネ
ルを穴にたとえてレンコン町！

●トンボ  三重県青山高原
で皆で遊んだ時、諒義父さん
が指くるくるでトンボとった！
トンボは、くるくる指を眼で
追っかけ動きが鈍くなり、と
れる。トンボは前にしか進ま
ず＜勝ち虫＞！
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永井循環器内科
生活習慣病・心臓クリニック

◦元大分大学医学部臨床教授
◦日本循環器学会専門医
◦日本東洋医学会漢方専門医
◦日本プライマリ・ケア連合学会
 認定医、指導医
◦日本臨床検査医学会臨床検査管理医
◦薬剤師
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院長のつぶやき

診療
内容

一般内科・循環器内科・漢方外来・禁煙外来・ペースメーカー外来・高血圧・糖尿病・睡眠時無呼吸検査
コレステロール値の異常・動脈硬化の検査・動悸・不整脈・胸痛・むくみ・予防接種
♦健康診断(特定健診、雇用時健診、企業健診、一般健康診断、心臓健診 オプション 骨粗鬆症検査など）
♦乳腺超音波検査（乳癌健診） ♦ペースメーカー外来　※詳しくはお問い合わせください。
♦超音波検査：心臓、頚部、下肢、甲状腺、腹部、乳腺エコー 症状のない方は健診の範囲で実施です。

診察時間

午前 (9：00～12：30)

午後 (14：00～18：00)

月 火 水 木 金 土 日

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

〇 〇 〇 × 〇 × ×

http://www.nagaic.jp 大分市羽田217番地

TEL 097-504-7855
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人来たら蛙となれよ冷やし瓜  小林一茶
いそいでもどるかなかなかなかな  種田山頭火
急げと蝉のひぐらし鳴く。かなかなはひぐらしの鳴き声。

杜若 似たりや似たり 水の影  松尾芭蕉
杜若＜カキツバタ＞が水面にも同じ影を落としてる。

よられつる野もせの草のかげろひて涼しく曇る夕立の空  西行
暑さで干からびねじれた野原の草達がかげろう＜陽炎＞に揺れてる。いずれ夕立が
きて涼しくなるよ。
幼い時、父文士から、よく＜淳子、あれがかげろうじゃ、よう見とけ＞と、暑い夏の日、
車の中から遠くに見える景色ゆらゆらを見てた！

厳しさに触れてもえたつ農の道未来の希望尚強くもつ
短歌雑誌＜八雲＞地力集；大分県立農業大学校創立４０周年記念誌より生徒さんの作品

颱風の豫報に不安はつのれども黙し植ゑゆく川岸の田を
台風が来そうで不安だが黙って田んぼに苗を植えてゆく
遺稿集＜トロッコ＞より　　切石文士
父文士は休日はわずかな土地で農業してた！私達家族のために！

＜夏の歌＞

豆知識

急げと蝉のひぐらし鳴く。かなかなはひぐらしの鳴き声。

＜大分の方言＞
トブニャーイチジカンホズイチョーズイーナー

＜走るには１時間くらいがちょうどいいなあ＞

別府大学短期大学部紀要第８号（１９８９）大分県方言にみる主格助詞「イ」の研究　切石文士

小林一茶

→

我が家の
ポポの子

母・敏子
より


